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所属/肩書 
・NPO 法人 Peace Culture Village ／ 専務理事 

・一般社団法人ボトムアップパーソンズ協会 ／ 理事 

関心・活動のSDGｓ 
   

私のＥＳＤ活動 NPO 法人 PCV として広島にて「平和教育」又は「持続可能な村作り」を行っている 

活動の概要  

NPO法人 PCVは 2つの平和をコンセプトにしており、 

①人々が違いを尊重し認め合える心の平和  

②人と自然が調和したサステナブルな暮らしの平和 

この二つのコンセプトを軸に①では広島をフィールドに「平和教育」を行い、平和公園、資料館のガイド、平和を考える

ワークショップ等を国内、国外の団体又は学校に対して行っています。先駆的な点としては、今迄の広島の平和教育に少

なかった「平和の答え」を提供するのではなく、問いを投げかけ参加者から「平和」を引き出す WS を行っている点。 

又、大手旅行会社と年間 30 万人が訪れる修学旅行生に対しての「平和教育プログラム」を行うために準備している点も

先駆的であると考えます。②については、広島の三次にて無農薬農法に挑戦し、広島に訪れるゲストに対して日本の田

舎体験を通してサステナブルな生活を考える機会を提供しています。2019年初旬まで運営を行い、今は2020年の新たな

スタートに向けて準備をしています。 

上記はNPO法人PCV としての活動ですが、個人的にはビジネスプロデューサーとして広島県内外の企業と連携しプロジ

ェクトを行っています。今年度は、学生に対しキャリア教育、平和教育を提供する学校の機能を持つお店（飲食店）を広島

駅周辺に数店舗出店します。 

 

・NPO 法人 Peace Culture Village HP http://peaceculturevillage.org/ 

・一般社団法人ボトムアップパーソンズ協会 https://bup-hiroshima.com/about1/about3/ 

私が考える教育の未来像  

今年度まで某高校の設立に関わっていました。学校が平和な社会をづくりを実現し続ける存在となる事を目指し、全カ

リキュラムがコンセプトのもと作られます。生徒が何のために学ぶのか？教育者が問う事が大切だと考えます。２つ目は、

私はボトムアップパーソンズ協会の理事をし、学生がいかに主体的に学び、行動するか提案しています。大切な価値観

がインプット 3割アウトプット 7割です。いかに質の高い情報や体験を「明確に」「シンプルに」提供できるか、そして生徒が

「主体的に」考え、表現しアウトプットできる環境作りを大切にしています。いかなる環境でも自分で考え行動できる人物育

成が大切だと考えます。 

私の強み、活かせる経験やスキル  

強みは、現在プロデュースしている店舗（GuestHouse&Cafe Bar）は 4 カ国の人と共に働き、NPO はアメリカ人と運営し

ています。互いのバックボーンや宗教が違う中で対話を通して協同する事を得意としています。活かせる経験やスキル

は、20代前半は、NPOで活動し環境問題や貧困などSDGsに関わる点を学んできた事。25歳以降は、ビジネスの世界で

経営をしてきた事でお金の流れや仕組みを生み出せる点です。また、幼い頃からの夢が「教師」だった事もあり、全ての

活動を教育の観点で行い起業家育成など「教育」に対して経験がある点も活かせるスキルと考えます。 
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